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緒 言

細菌を人工培地で継代保存す る場合に次第

にR型 変異を起 して弱毒化す る事は周知 の事

実であ る.此 のR型 化阻止 の為に第一編 の諸

言に述べた如 く従来多 くの研究 が行われて来

てい るが未だ確実に有効な方法はない様に思

われ る.著 者は第一編 及び第二編に於 て腸チ

フス菌々体 よ り抽出 した核酸その他 の物質が

同菌のR型 →S型 変異にか な り著明な影響を

及ぼす ことを明に した.而 して核酸の如き容

易に抽出 し得 る物質 で,而 も微量でS型 →R

型変異を阻止す る事が出来 るならば細菌保存

上極めて意義の大 きい事が考えられ る.そ こ

で著者は本編に於 てSa1. 57 S及 び 新 し く分

離 した中川株か ら抽出 した核酸を培地に添加

し, Sal. 57 S及 び58 Sを 継 代 してS型 菌か

ら解離す るR型 菌の出現率を対照のそれ と比

較 し核酸のS型 →R型 解離に及ぼす影響を追

求 した.こ ゝにその成績を報告 し大方諸賢の

御批判を乞 う次第であ る.

第一章　 実験材料及び方法

供試菌 としてはSal. 57 S及 び58 Sの 二株

を使用 し,核 酸 はSal. 57 S及 び中川 株から

抽出 した ものを用いた.抽 出方法は第一編に

記 載 した 通 りで あ る.此 の 核 酸 を培 地に

10γ/ccの 割に添加 した.

各 菌の継代には次 の二法を用いた.

普通 の種継 ぎ様式で即 ち核酸を添加 した高

層寒 天に穿刺培養を行い,20日 間隔で10代 継

代 し,此 の継代は元の穿刺線に沿つ て穿刺す

る事に よつて次代に移殖 した.そ の間継 代の

つど平板培養(核 酸を含 まず)を 行 つて集落

を観察 し,S型 及びR型 の出現率を検べた.

核酸を添加 した培地に平板培養を行い3日

間隔で20代 継代 して同様 にS型 及びR型 の出

現率を検べた.尚 継代 の時S型 集落5個 か ら

釣菌 し混和 した後次代 に培 養 した.

第1表　 核酸添加高層寒天継代培養成績

註…数字はR/Sを%で 表わ したものである.
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第二章　 実 験 成 績

1. 核酸添加高 層寒天培地穿刺に よる継代

培養成績

実 験成績は表1に 示す如 く対照に比較す る

と第1代 に於 て既 にR/Sの%は かな り低 く

なつ て い る が,Sal. 57 Sか ら抽出 した核酸

で み る とSal. 57 Sは8代 か ら,又58 Sは

6代 か らR型 菌の出現はな くな り,中 川株か

らの核酸 では夫々7代 及び5代 からR型 菌の

出現は認め られな くなつてい る.

2. 核酸添加平板寒天培 地に よる継 代成績.

実験成績は表2に 示す如 く,対照に比 しR/S

の%は やは り第1代 か ら著 明に減 じ抽出菌別

にみ るとSal. 57 Sか らの核酸ではSal. 57 S

は5代 迄,58 Sは3代 迄,又 中川株か らの も

のでは夫 々6代 及び3代 迄 しかR型 菌の出現

はな く以後は全 くS型 菌のみになつ てい る.

第2表　 核酸添加平板継代培養成績

註…数字はR/Sを%で 表わ したものである.

第三章　 総 括

以上著者は腸 チフス菌か ら抽出 した核酸の

微量を培地に添加す る事に よ り同菌S型 を継

代培養 して も長期間,即 ち実験1で は200日

間,又 実験2に 於 ても60日 間,同 菌か らのR

型解 離を阻止 し得たのみで な く,返 つてS型

菌のみの出現 をみ る様に なつた.細 菌保存上

S型 →R型 解離は実に多 くの研究 者を苦 しめ

て来 た問題であ り,腸 チフス菌に関 してもそ

のR型 化を防 ぐ為培地に消毒薬5)を 添加 した

り,或 は培地 のpH,肉 汁,更 には寒 天濃度

の影響を追究せ る もの2)13)14)16)等色 々の研究

発表が行われて来 た.著 者は腸 チフス菌々体

よ り容易に抽出 し得 る核 酸 の微量(10γ/cc)

を培 地に添加 す る事に よ りSal. 57 S及 び58

 Sの 長期保存培養上そのR型 化阻止に極めて

有効であ る事 を知つた.こ の事は今後の細菌

研究上非常 に意義あ る事 と信ず る.

結 語

Sal. 57 S及 び 中 川 株か ら抽出 した核酸 の

微量(10γ/ce)を 培 地 に添 加 しSal. 57 S及

び58 Sを 継代培養 して次の結果を得 た.

1. 核酸添加高層寒天培地に両 菌を20日 間

隔で継代培養 し10代 迄観察 したが両 菌共4～

6代 以後はR型 菌の出現はな くS型 菌のみ と

なつた.

2. 核酸添加平板培 地に3日 間隔で両 菌を

継代培養 し20代 迄 観 察 したが両 菌共3～6

代以後はR型 菌の出現は完全に見 られな くな

つ た.

稿を終るに臨み恩師村上栄教授の終始御懇篤なる

御指導並に御校閲を深謝する.
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STUDIES ON THE VARIATION OF R•¨S TYPE OF 

SALMONELLA TYPHI

Report 3

By

Atsushi Hirose

Studies on the effect of unrefined Nucleic acid causing the variation of Typhoid dacillus 

turning to the rough type from the smooth type.

In order to study such variation, subculture was made of Salmonellas 57 S and 58 S on 

nutrient agars adding the unrefined Nucleic acid at the rate of 10ƒÁ/cc. The following is the 

brief summary of the results.

1) Culturing them on agar deeps every 20 days, the appearance of the rough type of 

Salmonellas 57 S and 58 S were seen till 7th and 5th culture on these media adding unrefined 

Nucleic acid extracted from Salmonella 57 S, and then on the agar deeps adding the one 

extracted from Salmonella typhi Nakagawai the appearance of the rough type of Salmonellas 

57 S and 58 S were seen till 6th and 4th culture, and after that the rough type was not seen 

at all.

2) Culturing them on agar plates every 3 days, the appearance of the rough type of 

Salmonellas 57 S and 58 S were seen till 5th and 3rd culture on these media adding unrefined 

Nucleic acid extracted from Salmonella 57 S, and then on the media adding the one extracted 

from Salmonella typhi Nakagawai the appearance of the rough type of Salmonellas 57 S and 

58 S were seen till 6th and 3rd culture, and after that the rough type was not seen at all.


